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鳥取大学医学部に、日野郡の医療機関に派遣する
部署を新設し、小児科医2名を配置。日野郡内の診察医師が2名で固定される。
日南病院週2回、日野病院週３回診療で診療記録は共有される。

優良母牛の増頭、更新を促し、生産農家の経営基盤
を安定させる。
① 繁殖雌牛を増頭する場合 2分の1補助
② 増頭のための牛舎改修補助
③ 繁殖素牛導入時成牛90万円を貸し付け6年間で 
 分割払い

かすみ荘を改修し、林業アカデミーの学生寮（9室）と講義室を整備する。

1台で複数の作業を行える最先端機械の
導入を支援。作業路作設期間と経費を抑
制できる。災害リスク低減も見込める。

日南病院に委託し、健康福祉センターの部屋で
病児・病後児保育を開始する。 定員2名で1回1000円

　町長の令和7年度施政方針を受けた一般質問では7名の議員が登壇し、町政運営に対し
活発な議論を展開しました。
　執行部から提案された権利放棄、条例の一部改正、令和6年度一般会計補正予算、令和7年
度各会計当初予算など全34議案は原案のとおり可決しました。

和牛産地ブランド化促進事業

最先端林業機械導入補助

森林･林業教育拠点整備

飼料補助が必要ではないか。

粗飼料（ワラ）の確保を検討
していく。

問

答

伐った木を運び出すための作業路を作ら
なければいけないのではないか。
急傾斜地での運び出しもできる。

大変高額な機械なので、最初の１台に限る
補助とのことだが、導入の目的は。
現状では、条件の悪い場所の伐採が残さ
れている。最先端の機械を導入することで、
町全体の施業が進むことを見込んでいる。

問

問

答

答

健康福祉センターの部屋は段差があり、改修が必要ではないか。
床にマットを敷く程度の改修を予定している。段差解消までは予定していない。

スタッフは確保できるのか。
小児科医がいないときは総合診療医が診察。保育士はこども園の協力を得る。

問
答

問
答

寮はアカデミーに在籍する１年間の利用か。
日南町での住まいを確保できるまでの利用を認める（最長２年間）。

アカデミーの定員数の12室を確保すべきだ。
学生を確保するには広く快適な住まいが必要との希望があり、定員数の部屋
数にならない。

問
答

問

答

万円830

万円2億5000

万円1億1276

出し入れ可能な遊具を、文化センター内や屋外広場に自由
において遊べる居場所をつくる。

みんなの遊び場整備

どんな遊具か。利用者が出し入れするのか。

低年齢児対象のジョイントマット、キッズランドⅡ、小学生対象のブロック型遊具モップスと
ぽふぽふクッション。出し入れは、利用者に台車を使うなどして行ってもらう。

問

答

令和６年度は、何人の医師が交代で来ていたのか。

33名。受診するたびに初めての医師になり、相談しにくかった。
令和7年度からは、月・木は日南病院、火・水・金は日野病院を受診すると、
同じ医師が診察してくれることになる。

問

答

万円508

万円969

万円770

病児･病後児保育 日南病院に委託して開始

日野郡連携による小児科医確保

令和

予算
7年度

条件不利地で活躍する機械

日野、日南病院で医療情報が共有され、同じ
先生に継続して診てもらえるので期待してい
ます。急に熱が出たりすると子どもを2人連
れて病院に行くのは結構しんどい。近くで診
てもらえるのはいいな。医大に繋がっている
のも安心です。

当初予算の主な事業

3月4日～3月26日(23日間)
3月定例会

令和7年度

子
育
て
支
援

農
林
業
支
援

産業･子育て･安心･魅力発信
一般会計予算７４億１１３５万円  （対前年度５億６２７０万円増）

ここに
注目!!

小澤 祐美さん、生歩さん、紬生さん(笠木)
こざわゆみ いぶき つぐみ

７ 年 度 予 算 ７ 年 度 予 算
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７ 年 度 予 算 ７ 年 度 予 算

△···減額

5億6270万1千円

1763万5千円

△4002万1千円

△2468万2千円

608万3千円

△1938万8千円

1135万2千円

△986万1千円

△2396万7千円

4億7985万2千円

74億1134万8千円

6億5544万4千円

9億3015万4千円

2407万4千円

1億2326万5千円

1309万9千円

2億4084万3千円

2億4805万2千円

14億4435万1千円

110億9063万0千円

一般会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

簡易水道事業会計

下水道事業会計

病院事業会計

合　計

会　計 金　額

令和7年度 会計別当初予算額
前年度比較

万円2624

高齢者の安否が確認できる機器導入の初期費用
(機器本体・工事費等)を全額補助(上限２万円)
機器を特定せず、利用者のニーズにあったものを利用できる。

町内で働く若手人材があらゆる垣根を越えて
自主的に集まり活動する取り組みを支援する。

高齢者見守りサービス促進 万円36

万円624
地震発生時の通電火災を防ぐための 感震ブレーカー設置補助 上限１万４千円
 電気工事を要する場合 上限４万円

消防施設整備管理

交換済のiPadを廃棄するのではなく、活用できないか。

引き取り交換の予定だが、活用方法も検討する。

問

答

消防ホースの更新時の補助は2分の1で、地元の負担になっているが。

全町でどの程度の更新が必要かを把握できていない。まず実態調査をする。

感震ブレーカーにはいろんな種類があり、３万円以上する物もある。１０万円の予算では
数名しか対象にならないのではないか。
電気工事を要するものは、新築で設置することが多い。後付けの３～７千円程度のものも
想定している。

問

問

答

答

電気の使用状況などで安否を確認する機器だけでなく、本人が助けを呼び
たいときにボタンを押す緊急通報機器も対象になるか。
対象になる。

問

答

● 児童生徒用(182台)及び職員(37台)のiPadを更新
● 職員用パソコン(16台)を更新
● ネットワーク環境の改善
● 中学校の空調設備改修 など

小･中学校IT環境整備

補聴器の寿命は５年といわれているが、更新時に助成をうけられるのか。
助成を受けてから５年経過すると、助成を受けられる。

問

答

万円30

65歳以上で耳鼻科医により補聴器が必要と認められた人
聴覚障害による身体障がい者手帳の交付（別の補聴器支給制度あり）を受けていない人

● 業種等の垣根を超えた組織形成づくり 
● 地域課題解決に向けた各種事業の検討
● 賑わいづくり、活性化イベントの実施 
● 若い世代が集まるコミュニテイづくり
● 町出身の若者の一時帰省や移住を希望する
  若者の居場所づくり

補聴器購入費助成

移住定住支援員の役割は何か。

空き家調査、移住者対応。

新たに支援員を選ばなければいけないのか。

兼任も可能。

問

答

問

答 万円280

万円50

各まち(むら)づくり協議会に移住定住者
支援集落支援員を新たに配置

各地域で行われているイベントを対象に
すべき。
対象にする。

問

答

若者によるまちの活力創造支援

感震ブレーカー設置補助

補助対象事業

消火栓更新工事(３基)

iPadを使った授業

中等度難聴高齢者が補聴器を購入する場合、購入費用の一部を補助

補聴器購入費の半額を助成(上限３万円)   片耳･両耳を問わず上限は３万円

話が聞き取りにくくなると会に出るのが億劫に
なる。
受診して補聴器が必要と言われても高額なの
で購入を思いつけなかったが、補聴器助成が
始まって良かった。年金生活の人が多い日南町
なので、助成金を拡充してもらいたい。

法
橋 

勲
さ
ん

(

阿
毘
縁)

ほ
っ
き
ょ
う 

い
さ
お

暮
ら
し
安
心

地
域
の
魅
力
発
信
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学生寮のレイアウト（案）

♦
「
日
南
町
農
業
者
社
会
保
険
料

等
支
援
補
助
金
」
は
、
令
和
3
年

度
に
制
定
し
運
用
し
て
き
た
。
し

か
し
、
十
分
な
効
果
評
価
が
行
わ

れ
な
い
ま
ま
、
令
和
7
年
度
の
予

算
計
上
が
見
送
ら
れ
た
。

　
一
方
で
、
林
業
経
営
体
向
け
に

社
会
保
険
料
の
一
部
を
助
成
す

る
「
担
い
手
育
成
対
策
事
業
」
は

令
和
7
年
度
も
予
算
化
さ
れ
て
い

る
。
農
業
も
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
農
業
経

営
の
安
定
化
と
福
利
厚
生
向
上
の

た
め
に
、
社
会
保
険
料
助
成
の
継

続
を
検
討
さ
れ
た
い
。

♦
収
入
保
険
の
支
払
い
保
険
料
の

助
成
が
令
和
7
年
度
を
最
後
に
廃

止
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
が
費
用

対
効
果
は
顕
著
で
あ
る
。

　
若
手
ト
マ
ト
農
家
の
育
成
や
、

　
外
国
人
留
学
生
に
は
、
学
費
や

住
居
費
に
充
て
る
奨
学
金
と
し
て

3
8
7
万
円
を
貸
与
す
る
が
、
病

院
で
5
年
間
勤
務
し
な
け
れ
ば
返

還
が
生
じ
る
。

　
奨
学
金
返
還
免
除
の
条
件
に
つ

い
て
、
留
学
生
に
理
解
を
促
し
、

将
来
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
が

れ
た
い
。
ま
た
、
継
続
的
な
雇
用

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
外
国
人

雇
用
制
度
の
調
査
や
実
績
の
あ
る

人
材
紹
介
事
業
者
か
ら
の
情
報
収

集
を
さ
ら
に
進
め
ら
れ
た
い
。

　
自
衛
消
防
団
の
管
理
す
る
消
防

ホ
ー
ス
が
経
年
劣
化
等
で
使
用
不

能
に
な
っ
た
場
合
、
自
治
会
が
更

新
費
用
の
1
／
2
を
負
担
し
て
い

る
。
町
が
全
額
を
負
担
す
べ
き
で

あ
る
。

　
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
学
生
寮
は
、

「
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境

創
生
交
付
金
」
を
活
用
し
て
建
設

す
る
計
画
で
あ
り
、
現
在
、
事
業

計
画
書
の
作
成
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　
本
計
画
書
で
は
、
寮
の
入
居
条

件
を
町
外
出
身
の
ア
カ
デ
ミ
ー
学

生
に
限
定
し
、
さ
ら
に
滞
在
期
間

を
12
ヶ
月
に
制
限
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
は
日
南
町
が
推
進
す

べ
き
移
住
者
向
け
住
宅
施
策
と
相

容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
入
居
条

件
を
緩
和
し
、
よ
り
柔
軟
に
活
用

で
き
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
定

員
数
で
あ
る
12
室
を
確
保
さ
れ
た

い
。

技
術
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
栽
培
な
ど
、
日
南

町
が
推
進
す
る
農
業
振
興
の
方
針

と
相
反
す
る
。
制
度
の
継
続
を
強

く
望
む
。

　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
※
接
続

用
の
代
替
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
、
携
帯
電
話
通
信
事
業
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
予
定

で
あ
る
。
し
か
し
、
一
部
は
、
町

が
敷
設
し
た
光
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用

し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
敷
設
ル
ー

ト
も
同
じ
電
柱
を
経
由
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
災
害
時
に
お
け

る
代
替
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の

実
効
性
が
懸
念
さ
れ
る
。
つ
い
て

は
、
衛
星
通
信
な
ど
、
よ
り
実
効

性
の
高
い
代
替
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

導
入
を
検
討
さ
れ
た
い
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
3
月
定
例
会
で
は
、予
算
審
査
特
別
委
員
会︵
委
員
長　
櫃
田
洋
一
︶を
設
置
し
、

各
会
計
予
算
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
予
算
も
次
の
意
見
を
付
し
て
原
案
を
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

保
険
料
助
成
の
継
続
を

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

学
生
寮
の
再
考

奨
学
金
返
還
条
件
の理

解
を

代
替
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

検
討
を

消
防
ホ
ー
ス
の
更
新
は

全
額
町
負
担
で

※
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
と
は

　

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
は
、

政
府
が
行
政
機
関
向
け
に
提
供

す
る
、
安
全
性
・
信
頼
性
の
高

い
共
通
ク
ラ
ウ
ド
基
盤
で
す
。

シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
や
コ
ス
ト

削
減
を
目
指
し
ま
す
。

議会からの
提言

令和７年度　当初予算審議

近藤　仁志 議員

大西　保 議員

一般会計
反対 　 岡本健三 議員

　会計年度任用職員は採用から4年が経過すると給
与の号給が上限に達し、正職員との格差が拡がる。
格差是正のための対策を講ずるべき。

反対 　 荒金敏江 議員
　ガバメントクラウドの運用コストは毎年1億円以
上必要である。将来に渡る町財政への負担を考える
と、契約を締結すべきでない。

賛成 　 近藤仁志 議員
　自主財源が乏しい中、限られた予算を有効に活用
すべく、中期財政見通しと行財政改革の視点をもと
にした予算編成となっている。

賛成 　 大西 保 議員
　子育て世帯に対しては、病児・病後児保育の実施
が、高齢者に対しては補聴器購入費助成などが予算
化され、新たな支援策として評価できる。

国民健康保険特別会計
反対 　 岡本健三 議員

　保険税の均等割は子どもであっても対象となる歪
んだ制度である。18歳以下の子どもに対しては全
額免除すべきである。

賛成 　 大西 保 議員
　国民健康保険は各法令に基づき定められている。
町では税額改定等については国保運営協議会の答申
を尊重し決定している。

介護保険特別会計
反対 　 荒金敏江 議員

　日南福祉会は職員不足により保険給付事業も限定
せざるを得ない状況である。介護サービス利用料補
助や職員待遇改善を介護給付準備基金または一般会
計から負担すべきである。

賛成 　 荒木 博 議員
　予算は老人福祉計画及び介護保険事業計画に基づ
き提案されており、デイサービスや百歳体操は効果
が認められている。また、介護給付準備基金は不測
の事態に備えるものである。

介護サービス事業特別会計
反対 　 荒金敏江 議員

　介護報酬は介護保険発足当時と比較し大幅な引き
下げとなっている。日南福祉会から施設利用料を求
めるべきでない。

賛成 　 櫃田洋一 議員
　日南福祉会は職員の福利厚生の充実と経営改善に
努力している。施設使用料は福祉会との協議により
定めた額である。

令和７年度当初予算
（賛否の詳細） 結果

高
橋
洋
志

荒
木　
博

荒
金
敏
江

岡
本
健
三

岩
﨑
昭
男

大
西　
保

櫃
田
洋
一

近
藤
仁
志

山
本
芳
昭

一般会計予算 可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ －
国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ －
介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ －
介護サービス事業特別会計予算 可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ －
後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ －

※山本芳昭議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。

賛成多数で可決した議案

その他4会計は全会一致で可決

後期高齢者医療特別会計
反対 　 岡本健三 議員

　高齢者は保険料の負担能力が低く、リスク分散が
機能しないため保険方式になじまない。後期高齢者
医療制度の廃止を国に求めるべき。

賛成 　 荒木 博 議員
　保険料は世帯所得に応じた軽減措置がなされてい
る。医療の安全と質を確保し安定的なサービスを提
供するための保険制度である。

討 論

当初予算審議 予算審査特別委員会

外国人留学生の真剣なまなざし　見据える先は

講義室展示室事務所

玄関ホール

学生寮
玄関

会議室兼書庫

居住室

居
住
室面談室倉

庫

倉
庫

倉
庫
多
目
的
室

洗
濯
室

トイレ

東棟
学生寮

西棟
森林・林業教育拠点
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LED化される照明

1月上旬から2月下旬にかけての降雪による
除雪経費の増額。

日野上地域振興センターの老朽化に伴い
大規模改修を行い利便性を高める。
1階に大会議室を設ける等、業務や地域
活動がすべて1階でできるようにする。

館内には、既に生産が終了している蛍光灯
器具や水銀灯が未だ多く用いられている
ので、未交換照明のLED化を図る。

地域振興センター管理事務

道路維持管理(除雪費)

万円2億7000

万円9064
改修される地域振興センター

住民生活を守る除雪作業

工事請負費

設計監理委託料 1474万円
7590万円

増額補正

増額補正（追加） 4300万円
2億2700万円

総合文化センターLED化等

万円4015

工事請負費

設計及び施工監理の委託料 365万円
3650万円

特に老朽化が進み漏水のおそれ
がある箇所の導水路及び大型
フリューム施工の増額見込みに
よるもの。
令和7年11月末の完了を予定し
ている。

新石見小水力発電所
導水路復旧工事

万円700

仕
事
と
育
児
・
介
護
を
両
立
で
き
る
よ
う
、子

の
年
齢
に
応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す

る
た
め
の
措
置
の
拡
充
。育
児
休
業
の
対
象
拡

大
や
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
推
進
、介
護

離
職
防
止
の
た
め
の
仕
事
と
介
護
の
両
立
支

援
制
度
の
強
化
等
の
措
置
を
行
う
。

■
日
南
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の一
部
改
正

令
和
６
年
度
人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
て
、扶
養

手
当
の
額
の
見
直
し
を
行
う
。

■
日
南
町
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の一
部
改
正

学
校
医
、学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公

務
災
害
補
償
に
関
す
る
事
務
を
鳥
取
県
町
村
総

合
事
務
組
合
に
事
務
委
任
す
る
こ
と
に
伴
い
条

例
を
廃
止
す
る
。

■
日
南
町
立
学
校
の
学
校
医
、学
校
歯

科
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害

補
償
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

■
日
南
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の一
部
改
正

■
日
南
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の一
部
改
正

期
末
手
当
の
支
給
率
を
改
正
す
る
。

（
1
7
0
／
1
0
0
か
ら
1
7
2
·
5
／
1
0
0
）

国
家
公
務
員
の
旅
費
制
度
に
準
じ
改
正
を
行
う
。

議
決
し
た
そ
の
他
の
議
案

議
決
し
た
そ
の
他
の
議
案

(※年間除雪費 4億円に達した)

水路橋

補正予算の主な事業

令和

補正予算
6年度

ここに
注目!!

定期監査報告　他 補 正 予 算

　
文
書
管
理
は
、
各
課
が
「
フ
ァ

イ
ル
基
準
表
」
を
作
成
し
て
毎
年

書
類
整
理
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
令
和
6
年
度
か
ら
決

裁
文
書
等
の
電
子
化
が
開
始
さ

れ
、
紙
ベ
ー
ス
で
の
文
書
管
理
か

ら
、
電
子
デ
ー
タ
で
管
理
す
る
よ

う
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
7

年
度
か
ら
は
、
原
則
電
子
デ
ー
タ

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
一
度
整
理
の
仕
方
を
周
知
・

徹
底
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
専
用
の
Ｓ
Ｔ
Ｂ
を

設
置
し
て
、
テ
レ
ビ
画
面
で
メ

ニ
ュ
ー
を
選
択
し
て
情
報
を
確
認

で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
67
世
帯
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、実
証
実
験
を
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
ち
ゃ
ん
ね
る
日
南
の
お
知

ら
せ
は
、
知
り
た
い
情
報
を
ひ
た

す
ら
待
た
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
自
分
で

必
要
な
情
報
を
選
択
し
て
す
ぐ
に

見
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
さ
ら
に
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加

す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
き
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞

き
取
り
内
容
も
参
考
に
し
な
が
ら

取
り
組
む
よ
う
求
め
ま
す
。

　
令
和
6
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で

第
1
子
3
万
円
、第
2
子
5
万
円
、

第
3
子
以
降
7
万
円
と
し
て
い
た

「
出
産
祝
金
」
を
、
一
律
10
万
円

に
拡
充
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
進

学
等
祝
金
」（
小
学
校
入
学
10
万

円
、
中
学
校
入
学
20
万
円
、
高
校

入
学
30
万
円
）
を
新
設
し
、
た
い

へ
ん
好
評
の
よ
う
で
す
。

　
事
業
の
成
果
等
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
検
証
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

文
書
管
理
に
つ
い
て

タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
実
証
事
業
の

実
施
状
況

出
産
祝
金
・
入
学
就
職
応
援
金

の
拡
充

第
2
回
定
期
監
査
報
告
（
要
旨
）

3
月
18
日
に
監
査
委
員
か
ら
、定
期
監
査
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
監
査
委
員
　
高
見
正
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
監
査
委
員
　
　
　
荒
木
　
博
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全会一致で可決した議案

賛成多数で可決した議案

条例・補正予算などの審議結果

令
和
6
年
度
補
正
予
算

国民健康保険特別会計補正予算（第5号）

介護保険特別会計補正予算（第4号）

介護サービス事業特別会計補正予算（第2号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

再生可能エネルギー発電事業特別会計補正
予算（第1号）

病院事業会計補正予算（第1号）

一般会計補正予算（第10号）

条
例
の
制
定

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例

日南町議会の個人情報の保護に関する条例
の一部改正等に関する条例

条
例
の
廃
止

日南町緑と水のふるさと活性化基金条例

日南町用品調達基金条例

日南町立学校の学校医、学校歯科医及び学
校薬剤師の公務災害補償に関する条例

条
例
の
一
部
改
正

日南町議会の個人情報の保護に関する条例

日南町職員の給与に関する条例

日南町職員等の旅費に関する条例

日南町職員の勤務時間、休暇等に関する条例

日南町職員の育児休業等に関する条例

日南町健康福祉センター設置条例

日南町家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例

日南町簡易水道等施設の設置及び給水に関
する条例

日南町いきいき定住促進条例

そ
の
他

権利の放棄について（水道使用料債権及び
下水道使用料債権）

日野町江府町日南町衛生施設組合規約の一
部を改正する協議について

発
議

日南町住宅改修助成条例の一部改正について

日南町意欲ある農業者支援条例の一部改正
について

一般会計補正予算（第9号）

反対 　 岡本健三 議員

　西部広域行政管理組合の負担金の内、ごみ処理
施設建設費にかかわる歳出が増えている。
　ごみ発電などは時代に逆行するので、ごみ処理
施設建設を白紙撤回すべきである。 （荒金、岡本）

賛成 　 大西 保 議員

　西部広域行政管理組合内で、粛々と事業を計画
し実行に移っているところであり、町としても必
要な予算である。

（高橋、荒木、岩﨑、大西、櫃田、近藤）

日南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について

反対 　 岡本健三 議員

　年金生活者の多い町として、物価高騰の影響で
年金が目減りして厳しい生活続いている中、町独
自の物価対策が打ち出していない。
　また病院建築で混乱していて、町長始め特別職
の責任は重く昇給すべきでない。 （荒金、岡本）

賛成 　 岩﨑昭男 議員

　物価上昇に生活が厳しくなるのは特定の方に
限ったことではなく、全国民が同じような状況で
あり、給与や年金等の制度改正で改善しており、
期末手当の率のアップは正当である。

（高橋、荒木、岩﨑、大西、櫃田、近藤）

賛成多数で可決した議案

陳情の審査結果と討論

日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

反対 　 岡本健三 議員

　議員も町政をあずかる立場で、物価対策・病院
問題で住民の方の思いを十分に受け止められてい
ないので、昇給は止めた方が良い。 （荒金、岡本）

賛成 　 荒木 博 議員

　議員のなり手不足において、報酬が若干上がる
ことは物価上昇の中必要である。

（高橋、荒木、岩﨑、大西、櫃田、近藤）

審議した結果、次のとおり決定しました。
なお、賛成・反対とあるのは、陳情原案に対する討論です。

案件 採択結果 審査意見

「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充
を求める意見書」の採択を求める陳情書

　提出者：鳥取県労働組合総連合
　　　　　議長　田中　暁

不採択

　地域間の格差解消と全国一律1500円以上
を実現できる中小企業支援をすべきとの意見
もあるが、全国一律とすることは地方経済に
与える影響が大きい。
　最低賃金の引き上げは、各地域の実情に即
して行うべきであり、雇用の安定と地域経済
の活性化を両立させる政策が求められる。

反対 　 岩﨑昭男 議員

　全国一律最低賃金が導入された場合、地方の
企業の経営が困難となり、倒産や雇用縮小が相
次ぎさらなる地方の衰退を招く。

（高橋、荒木、岩﨑、大西、櫃田、近藤）

賛成 　 岡本健三 議員

　賃上げへの直接支援などの中小企業支援を抜本
的に強化すれば、経営の継続と賃上げを両立でき
る。財源は大企業の内部留保への課税で得られる。

（荒金、岡本）

案件 採択結果 審査意見

裏金問題の徹底解明とパーティー券購入を
含む企業・団体献金の禁止を求める陳情

　提出者：平和・民主主義・豊かな暮らし
　　　　　をめざす鳥取県の会
　　　　　代表世話人　村上　俊夫

不採択

　裏金問題の徹底解明と企業・団体献金は全
面禁止すべきとの意見もあるが、裏金問題
については、政治資金収支報告書に不記載
のあった議員は政治倫理審査会で答弁してお
り、元会計責任者についても有罪判決が出て
いる。
　企業・団体献金の全面禁止については、政
治資金収支報告書の公開により、透明性を確
保する議論が必要であると考える。

反対 　 荒木 博 議員

　政治資金パーティーそのものには問題がない。
企業・団体献金は政治活動において必要であり、
政治資金規制法に基づく議論が必要と考える。

（高橋、荒木、岩﨑、大西、櫃田、近藤）

賛成 　 荒金敏江 議員

　自民党の裏金問題を徹底解消すべきである。ま
た、企業・団体献金は実質的な贈収賄であるので、
全面禁止すべきである。

 （荒金、岡本）

審 議 結 果 審 議 結 果

反対
賛成
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て
い
て
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
方

も
い
る
。

町
長
　

多
く
の
外
国
人
が
農
業

に
携
わ
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る

の
で
、モ
ン
ゴ
ル
に
特
定
せ
ず
、

一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
思

う
。
新
し
い
市
長
と
話
す
機
会

を
設
け
、
来
て
い
た
だ
い
て
農

業
体
験
も
検
討
す
る
。

問
　

生
山
駅
は
、
ま
ち
の
玄

関
口
で
あ
り
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で

あ
る
が
。

町
長
　

旧
役
場
跡
か
ら
亀
井
山

城
ま
で
の
登
山
道
を
整
備
し
、

そ
こ
か
ら
尾
根
伝
い
に

石
霞
渓
へ
行
く
周
遊

ル
ー
ト
を
検
討
中
。

問
　

活
性
化
に
ど
う

取
り
組
む
か
。

町
長
　

令
和
７
年
に

G
P
S
を
利
用
し
て
全

国
を
回
る
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

を
検
討
し
て
い
る
。
既

に
根
雨
駅
で
＂
ね
う
つ

む
ぎ
”
と
い
う
ア
プ
リ

が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

問
　
「
地
域
計
画
」
を
公
告

だ
け
で
は
一
部
の
人
し
か
見
ら

れ
な
い
の
で
広
く
周
知
す
べ
き
。

町
長
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ

め
新
年
度
に
協
定
代
表
者
説
明

会
で
周
知
す
る
。

問
　

10
年
先
を
見
据
え
た
も

の
が
可
能
な
の
か
。

町
長
　

変
更
も
可
能
な
の
で
、

指
標
と
し
て
そ
れ
に
向
け
て
努

力
し
て
い
く
。

問
　

後
継
者
対
策
と
し
て
、

友
好
交
流
の
覚
書
を
結
ん
で
い

る
モ
ン
ゴ
ル
こ
そ
人
材
活
用
す

べ
き
。
鳥
取
県
の
支
援
を
受
け

て
農
業
大
学
校
で
学
び
、
現
在

モ
ン
ゴ
ル
で
野
菜
作
り
を
さ
れ

問
　

昨
年
12
月
に
今
年
の
９

月
ま
で
延
期
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
施
政
方
針
で
は
「
７
年

度
中
に
方
向
性
を
示
す
」
と
さ

れ
た
が
決
定
時
期
は
９
月
の
ま

ま
か
。

町
長
　

９
月
末
に
変
わ
り
は
な

い
。問

　

改
修
す
る
か
す
み
荘
周

辺
は
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

よ
る
と
、
３
～
５
ｍ
の
浸
水
が

想
定
さ
れ
て
い
る
が
対
策
は
。

町
長
　

県
に
対
し
て
河
川
の
管

理
徹
底
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

一 般 質 問 一 般 質 問

改修・整備予定のかすみ荘ドローンによる防除・除草作業の省力化

質 問 者 質 問 事 項 ページ

大
おお

西
にし

 保
たもつ 外国人材育成雇用プロジェクト　　林業アカデミー等の整備

病院新築の計画進捗状況と経営状況等 12

櫃
ひつ

田
だ

洋
よう

一
いち 農業政策

生山駅周辺の活性化
13

岩
いわ

﨑
さき

昭
あき

男
お スマート農業の推進施策　　にちなんブランド化促進事業

移住者向けの住宅確保

高
たか

橋
はし

洋
ひろ

志
し 観光列車「あめつち」「銀河」　　移動販売の実績

たったもカード　　公共交通
14

荒
あら

金
かね

敏
とし

江
え 中学校教室に遮光カーテンを　

生山駅の利便性向上　　畜産農家支援

岡
おか

本
もと

健
けん

三
ぞう 子どもの遊び場の整備

上下水道料金の据え置きを　　物価高騰対策
15

山
やま

本
もと

芳
よし

昭
あき 総合計画（基本構想）　　日南町情報化推進計画アクションプランと総合戦略

新日南病院建設と住宅政策

町政のここが
聞きたい

一般質問 各議員のQRコードで
一般質問のYouTube
動画をご視聴いただけます。

各議員40分の質問持ち時間（答弁時間は含まない）で、
町長や教育長に町政全般について１対１でただします。

大西　保 議員

問問

問

答答

答

あかねの郷の外国人材雇用計画人数はスマート農業の実効的な推進を

農業「地域計画」進捗状況は

令和7年度から12年度の6年間で20人県と連携し機械導入と技術習得を図る

３月末に公告予定

動画は
コチラ岩﨑昭男 議員

動画は
コチラ

櫃田洋一 議員
動画は
コチラ

モンゴルの野菜ハウス

問
　

日
南
病
院
の
内
定
者

（
９
年
度
就
労
）
２
人
の
奨
学

金
額
と
返
還
規
定
は
。

病
院
事
業
管
理
者
　

　

奨
学
金
額
は
一
人
３
８
７ 

万
円
、
返
還
規
定
は
５
年
間
勤

務
で
免
除
と
な
る
。

問
　

途
中
で
辞
め
た
場
合
は

全
額
返
済
な
の
か
、
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

病
院
事
業
管
理
者
　

　
そ
の
時
に
「
協
議
に
よ
る
」

と
取
り
決
め
て
い
る
。

問
　

日
南
病
院
の
令
和
７
年

度
の
採
用
人
数
と
出
身
国
は
。

町
長
　

10
月
に
２
人
、
２
月
に

２
人
の
４
人
で
、
全
員
ミ
ャ
ン

マ
ー
出
身
者
を
計
画
し
て
い
る
。

問
　

モ
ン
ゴ
ル
ゾ
ー
モ
ン
ド

市
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
実

績
は
あ
る
の
か
。

町
長
　

実
績
は
な
い
が
、
３
月

以
降
で
調
整
を
行
う
。

問
　

あ
か
ね
の
郷
の
外
国
人

材
雇
用
計
画
は
。

町
長
　

令
和
７
年
度
１
人
、
８

年
３
人
、
９
～
12
年
に
４
人
ず

つ
、
６
年
間
に
合
計
20
人
の
計

画
を
し
て
い
る
。

者
の
負
担
軽
減
や
生
産
性
向
上

を
図
り
た
い
。

問
　

ト
マ
ト
栽
培
管
理
に
温

度
・
湿
度
・
日
射
量
な
ど
の
環

境
デ
ー
タ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
収
量
を
増

大
さ
せ
た
生
産
者
が
あ
っ
た
。

I
C
T
の
活
用
を
拡
げ
ら
れ
な

い
か
。

町
長
　

3
月
3
日
、
日
南
町
で

ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
る
農
家
を

育
成
す
る
た
め
、
J
A
や
町
な

ど
で
「
日
南
ト
マ
ト
就
農
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
が
発
足
。
育

成
部
を
中
心
に
I
C
T
の
有
用

性
を
伝
え
、
効
率
的
な
農
業
経

営
に
つ
な
げ
た
い
。

問
　

町
内
で
は
農
業
の
効
率

化
と
生
産
性
向
上
を
目
的
に
、

田
植
機
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
ス

マ
ー
ト
農
業
機
械
の
導
入
が
進

ん
で
い
る
が
、
導
入
効
果
の
分

析
は
。

町
長
　

補
助
事
業
を
活
用
し
、

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
が
24
台
導

入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
能
力
を
十
分
に
引
き
出
せ
て

い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
操
作
技
術
の
習
得
と
向
上
が

必
要
で
あ
り
、
研
修
会
の
開
催

や
先
進
事
例
の
共
有
を
進
め
、

活
用
を
促
し
て
い
き
た
い
。

問
　

鳥
取
県
は
R
T
K
基
地

局
（
高
精
度
な
位
置
情
報
を
提

供
す
る
基
準
点
）
の
整
備
を
進

め
る
が
、
町
も
県
と
連

携
し
ス
マ
ー
ト
農
業
を

推
進
す
べ
き
。  

町
長
　

県
の
7
年
度

R
T
K
事
業
は
調
査
研

究
と
普
及
啓
発
が
中
心

で
あ
る
。
町
も
新
た

に
、
ド
ロ
ー
ン
自
動
操

舵
の
有
効
性
実
証
を
行

う
「
ス
マ
ー
ト
農
業
機

械
実
装
促
進
事
業
」
に

取
り
組
む
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
農
業

病
院
新
築
の
方
針
決
定

生
山
駅
周
辺
活
性
化

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の

教
育
拠
点
・
住
居
整
備
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問
　

列
車
と
ホ
ー
ム
の
間
が

広
く
段
差
も
あ
り
危
険
な
状
態

へ
の
対
策
を
J
R
と
協
議
し
た

か
。町

長
　

２
月
に
協
議
し
た
。
段

差
な
ど
を
解
消
す
る
ハ
ー
ド
面

の
対
応
は
で
き
な
い
が
職
員
に

気
軽
に
声
を
か
け
て
ほ
し
い
と

の
回
答
だ
っ
た
。

問
　

車
掌
が
い
な
い
列
車
も

あ
り
手
助
け
を
頼
み
に
く
い
。

４
月
末
頃
、
山
里
ロ
ー
ド
が
券

売
機
利
用
サ
ポ
ー
ト
等
を
始
め

る
が
、
対
応
で
き
な
い
か
。

町
長
　

J
R
に
確
認
・
相
談
し

て
い
く
。

問
　

晴
天
時
に
窓
際
の
生
徒

は
、
電
子
黒
板
の
映
り
込
み
で

見
え
に
く
い
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
も

明
る
す
ぎ
て
見
え
に
く
い
。
ど

の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
か
。

教
育
長
　

普
通
教
室
に
は
で
き

る
だ
け
状
態
の
良
い
カ
ー
テ
ン

を
使
う
、
電
子
黒
板
の
向
き
を

変
え
る
、
な
ど
の
対
策
を
し
て

い
る
。

問
　

遮
光
カ
ー
テ
ン
を
利
用

し
て
目
の
健
康
に
配
慮
す
る
よ

う
に
、「
児
童
生
徒
の
健
康
に

留
意
し
て
I
C
T
を
活
用
す
る

た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
書

か
れ
て
い
る
。
対
策
を
。

教
育
次
長
　

教
室
に
光
が
差
し

込
む
時
間
帯
も
あ
る
。
目
の
疲

れ
対
策
な
ど
、
健
康
面
へ
の
配

慮
に
必
要
な
対
応
は
す
る
。

一 般 質 問 一 般 質 問

開山300年超の解脱寺

電子黒板の横からまぶしい光

問

問

答

答

解脱寺を観光の目玉に

中学校に遮光カーテンをつけ、
　目の健康に配慮を

各種事業とのタイアップを検討

健康面への配慮に必要な対応はする

高橋洋志 議員
動画は
コチラ

荒金敏江 議員
動画は
コチラ

問

問

答

答

どんな公園が望まれているか

町政の最優先政策は

乳幼児から高齢者までみんなが集える公園

地方創生の推進と
　日南病院のあり方である

岡本健三 議員
動画は
コチラ

山本芳昭 議員
動画は
コチラ

問
　

水
道
料
金
は
町
が
決
め

ら
れ
る
。
物
価
高
騰
の
中
、
据

え
置
く
べ
き
で
は
。

町
長
　

料
金
を
下
げ
る
だ
け
で

は
な
く
、
安
定
供
給
と
持
続
性

が
大
切
で
あ
る
。

問
　

交
付
税
や
補
助
金
の
拡

充
を
国
へ
求
め
て
は
。

町
長
　

全
国
的
な
レ
ベ
ル
で
国

へ
求
め
て
い
る
。

問
　

消
費
税
の
逆
進
性
の
た

め
、
年
収
が
減
っ
て
も
所
得
税

な
ど
を
含
め
た
税
全
体
の
負
担

率
は
減
少
し
な
い
。
消
費
税
減

税
が
最
大
の
対
策
で
は
。

町
長
　

消
費
税
は
社
会
保
障
の

財
源
で
あ
る
。
財
源
を
ど
う
す

る
か
議
論
が
必
要
。

問
　

消
費
税
増
税
分
は
法
人

税
・
所
得
税
な
ど
の
減
税
に
使

わ
れ
て
い
る
が
。

町
長
　

国
税
を
担
保
す
る
た
め

消
費
税
が
必
要
で
あ
る
。

イ
デ
ア
に
よ
り
商
工
振
興
を

図
っ
て
い
く
。

問
　

町
営
バ
ス
の
混
乗
で
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
が
新
年
度

か
ら
始
ま
る
が
、
利
用
の
多
い

児
童
生
徒
の
利
便
向
上
を
優
先

に
考
え
て
、
運
行
時
間
を
学
校

の
始
業
時
間
に
合
わ
せ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
町
独
自
で
町
民

用
の
日
野
病
院
、
高
校
便
を
運

行
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長 

独
自
路
線
の
運
行
検
討

や
、
既
存
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
検

討
な
ど
、
令
和
７
年
度
に
公
共

交
通
確
保
対
策
協
議
会
で
議
論

す
る
。

問
　

こ
ど
も
ゆ
め
基
金
運
営

委
員
会
で
は
、
ど
ん
な
公
園
が

望
ま
れ
て
い
る
か
。

町
長
　

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
み
ん
な
が
集
え
る
公
園
が
望

ま
れ
て
い
る
。

問
　

公
園
の
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
は
。

副
町
長
　

芝
生
化
さ
れ
た
起
伏

の
あ
る
土
地
に
複
合
遊
具
な
ど

を
配
置
し
、
一
角
に
小
川
の
あ

る
公
園
。

問
　

公
園
の
設
計
な
ど
を
利

用
者
中
心
で
行
う
の
が
良
い
の

で
は
。

副
町
長
　

ゆ
め
基
金
運
営
委
員

以
外
の
保
護
者
な
ど
多
く
の
方

の
意
見
を
聞
く
。

問
　
「
あ
め
つ
ち
」
の
立
ち

寄
り
場
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
奥
出
雲
交
通
の

鳥
上
線
を
解
脱
寺
行
き
に
変
更

し
解
脱
寺
ま
で
路
線
延
長
を
依

頼
さ
れ
て
は
。

町
長
　

基
本
的
に
は
魅
力
的
な

場
所
で
あ
る
。
関
係
機
関
と
の

協
議
に
あ
げ
て
も
良
い
か
と
思

う
。問

　

対
前
年
比
の
利
用
実
績

は
。町

長
　

町
民
用
、
町
外
者
用
と

も
下
回
っ
て
い
る
。

問
　

今
後
の
利
用
促
進
の
計

画
は
。

町
長
　

効
果
検
証
や
商
工
会
と

の
意
見
を
踏
ま
え
、
新
た
な
ア

問
　

町
全
体
で
の
住
宅
需
要

を
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い

る
の
か
。

町
長
　

具
体
的
な
数
値
は
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
住
宅
需

要
の
把
握
は
必
要
と
考
え
る
。

問
　

総
合
計
画
は
、
長
期
間

の
重
要
政
策
目
標
で
あ
る
が
、

直
近
の
最
優
先
政
策
は
。

町
長
　

基
本
的
に
は
地
方
創
生

の
推
進
で
あ
る
が
、
日
南
病
院

の
あ
り
方
で
あ
る
。

問
　

令
和
6
年
度
は
、
第
6

次
日
南
町
総
合
計
画
10
年
間
の

折
り
返
し
の
年
で
あ
る
。

総
合
戦
略
・
第
三
者
評
価
委
員

会
や
実
施
計
画
、
行
財
政
計
画

の
総
括
は
。

町
長
　

令
和
6
年
度
の
実
績
を

踏
ま
え
7
年
度
に
総
括
す
る
。

問
　

中
期
財
政
見
通
し
に
あ

る
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
や
歳
出

の
縮
減
及
び
行
財
政
改
革
実
施

計
画
の
実
績
は
。

町
長
　

計
画
通
り
の
歳
出
縮
減

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
行
革
は

34
の
推
進
項
目
を
設
定
し
て
管

理
し
て
い
る
。
引
き
続
き
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

問
　

公
共
施
設
個
別
管
理
計

画
の
見
直
し
状
況
は
。

町
長
　

現
時
点
で
は
十
分
な
見

直
し
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問
　

新
日
南
病
院
建
築
費
は

30
億
円
と
公
表
さ
れ
た
。
こ
の

予
算
で
病
院
新
築
は
可
能
か
。

町
長
　

30
億
円
は
財
政
的
な
目

安
で
あ
り
、
構
想
の
中
味
を
内

部
で
再
整
理
し
て
い
る
。
金
額

は
多
少
前
後
す
る
。

総合戦略・第三者評価委員会

大山町・仁王堂公園の複合遊具

生
山
駅
の
利
便
性
向
上

た
っ
た
も
カ
ー
ド

公
共
交
通

水
道
料
金
の
据
え
置
き
を

物
価
高
騰
対
策
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全員協議会　1月17日、2月20日、3月19日、3月26日開催

● 国の方針により、対象の20事業について令
和7年9月に標準化システムへと移行する。

● 標準化システムでは、情報の保管場所をガバ
メントクラウドへと移行する必要がある。

問　 標準化システムは既存システムの何倍の運
用経費がかかるか。

答　�既存システムの3倍の経費がかかる（右表）
問　 標準化システム導入により運用経費が削減
できるとの国の説明だったが。

答　 町では早い段階で統合型システムを導入し
ており、経費削減効果がなかった。

●第2回審議会（12/18開催）の報告
・ 現行の簡易水道料金に対し1.14倍～ 2.00

倍の値上げとなる７つの案が示された。
・ 消火栓の維持管理費用を一般会計から繰入

れて、値上げ幅を抑える案が妥当との意見
を得た。

問　 周辺自治体と比べ料金が高すぎる。
答　 大山町も値上げした。奥出雲町など日南
町より高額の自治体もある。

問　 物価高騰の中で値上げするのか。移住定
住にも影響するのでは。

答　�値上げの時期などは今後検討する。移住
への影響も考える。

● 令和7年度から始まる総合戦略の概要説明

問　 がん検診の指標が変わっているが。
答　 町で把握できるのは国保と後期高齢の
み。実際評価できる指標にした。

問　 良質の堆肥ができるのか。散布の人員は。
答　 現在1反に1トンを入れている。これが
正しいか検討し、減らせれば手間も減る。

問　 ジビエの共同処理施設を整備するとある
が。

答　�町でするか日野郡でするか含め検討する。
問　 空き家対策のKPI（重要業績評価指標）
が消えているのでは。

答　�KPIからなくし本文に入れた。

病院事業決算について
（日南病院）

こども園あり方検討会答申
（教育課）

自治体情報システム標準化・共通化にともなう運用経費
（地域づくり推進課）

上下水道料金等審議会について
（建設課）

第３期総合戦略
（まち未来創造課ほか）

標準化システム移行後（令和8年度～）の運用経費
費　目 金　額

標準化システム
関連費用総額 １億円
既存総合行政システム
関連費用総額※ 3300万円

合計 1億3300万円
※既存システムは7年度当初予算額

● 今後のスケジュール
① 方針決定のため、日野郡内医療機関・介護

サービス事業所との意見交換、必要病床数
の根拠、収支シミュレーションの再協議な
どに取組む。

②町民との意見交換を開始
③見直し後の方針を9月議会に報告。

問　 町民のニーズの調査はどのようにするの
か。

答　�病院利用者が多い百歳体操の会場で、こ
れまでの計画の中で何が重要で何を残し
ていくか対話していく。

新病院基本計画策定の今後
（日南病院）

新石見小水力発電所オイル漏れ
（環境エネルギー課）

● 令和7年2月19日に発生した発電機のオイ
ル漏れはオイルの入れすぎが原因と判断
し、オイル量を調整の上、2月28日に発電
を再開した。

● 入れすぎの理由は取扱説明書の記載誤り。
● 9日間の発電停止で売電収入40万円の損失。

問　 どのような管理をしていたのか。
答　�オイル交換は業者にお願いしている。
問　 メーカーの責任を問えないのか。
答　 ６年前にオイル量を間違えていた。今回
のオイル漏れとの因果関係を問うのが難
しい。

● 旧三本松農場での木質バイオマス事業につ
いて。3月9日の地元説明会の報告。

・ 材料の確保、環境への影響、稼働中施設の
視察などについて質問があった。

・ 福島にある稼働中の同型施設を視察し、4
月～5月に報告会を行う予定である。

問　 バークや枝葉を使えるのか。
答　 安全性の問題があり使えない。通常より
も大きなチップで安全に運転する。

問　 チップの単価は話し合った結果か。
答　�事業者が森林組合と相談し、年間必要量
（4500トン）をふまえて試算したものと
考えている。

木質バイオマス事業
（総務課）

町道日南邑線の路肩崩壊
（建設課）

● 発 生 日：令和7年3月15日(土)
● 発生場所：町道日南邑線（神戸上地内）
● 被災状況： 28メートルに渡り路肩が被災。

最大1メートル程度沈下。
● 被災原因： 落ち葉などにより側溝が閉塞

し、融雪に伴う越水により盛土
法面崩壊に至った。

問　 すぐに復旧工事ができないか。
答　 ブロック積みをやり直す工事となる可能
性があり、稲刈り後の工事となる。

問　�なぜこの場所が閉塞したのか。
答　 側溝の曲がりにごみがひっかかった。ス
ムーズに流す工夫が必要である。

● これまで一般会計からの繰出しを国の基準
通りにしてこなかった。繰出しの不足分を
地域医療確保基金の取り崩しで補ってきた。

● 令和7年度から国の基準通りに繰り出し、
全国水準の土俵で経営収支を明確にする。

問　 基金残高5億円のうちいくらぐらいを改
築に使えるのか。

答　 基金残高5億円すべてと留保資金（病院
の貯金）9億円を改築に利用できる。

意見 　これまでも国の基準通り繰り出して
いれば病院が黒字経営であることを明確に示
せた。赤字経営だ、との間違った印象を与え
てきた。

● こども園統合についての方針
・ 令和7年から3年間は家庭数の推移をみて

1～2家庭になったとき分園を休園とする。
・ 送迎が課題となるので、対応を検討する。
・ 分園がなくなると地域との交流が難しくな

るので、統合後も交流の場を設けていく。

問　�家庭数1～2で休園とある。再開もある
のか。

答　 まず休園し、毎年地域の保護者の意見を
聞いて本園で大丈夫となれば廃園する。

問　 少人数のデメリットを補う対策は。
答　 分園と本園の交流保育をしている。子ど
も達どうしが学べる活動を工夫していく。

日野郡自転車活用推進計画（地域づくり推進課）

● 平成29年5月施行の自転車活用推進法にもとづき日野郡
の検討委員会で計画を策定した。

● 今後、サイクリングルートの景観向上に向けた計画の策
定、サイクリングフェスティバルの開催（令和7年9月
14日）などに取組む。

問　 山里Loadにちなんの職員は旅行業務取扱管理者の資
格を取得したか。

答　 令和6年度に5名が受験し1名が資格を取得した。
問　 県の補助事業はどのように活用できるか。
答　 ハード事業のほか、イベントやワークショップの開催
などソフト事業にも活用できる。コグステーション（山里Loadにちなん）

全 員 協 議 会 全 員 協 議 会
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総務教育常任委員会　1月22日、3月17日 開催経済福祉常任委員会　1月22日、3月17日 開催

日南町住宅改修助成条例
（環境エネルギー課）

高性能林業機械の導入効果（農林課）

外国人材育成雇用プロジェクト
（地域づくり推進課）

新石見小水力発電所（環境エネルギー課）

意欲ある農業者支援条例（農林課）

　平成30年鳥取県林業再生事業により導入した林業機械について、費用対効果の検証期間で
ある5年間を経過しているため、資料を請求し説明を求めた。

　昨年12月の委員会で当発電事業の今後の在り方を判断するために、収支試算表の提出を求
め調査を行った。

問　�導入効果として山主の収益が増え
るべきと考えるが。

答　�施業の生産性は向上したが、物価高騰で経費が増加
し粗利益が減少している。また、木材価格の低迷等
で山主への還元に継がっていない。

高性能林業機械導入とその効果

Ｈ30事業
機械導入

Ｈ30導入前 Ｒ5導入後
改善率生産量

㎥/年
生産性

㎥/人・日
生産量
㎥/年

生産性
㎥/人・日

ハーベスタ 15,800 5.92 21,000 7.87 133%
フェラーバンチャ 1,570 2.97 2,200 4.16 140%
グラップル

620 3.22 800 4.16 129%
フォワーダ

　日南病院、日南福祉会、(株)オロチの
令和6年度実績と令和7年度の計画につ
いて調査を行った。

　議員発議で制定した条例の期間延長
と、助成の仕方、条例改正等についての
調査・協議を行った。

オーガニックビレッジ推進プロジェクト（農林課）

　日南町は、令和5年にオーガニックビレッジ宣言をし、推進に力を入れているが、その経過
について調査した。

　太陽熱処理、BLOF理論※で栽培したニ
ンジンを学校給食に利用するなど、一部で
効果の出ているものもあるが、課題として
マーケットが未成熟な点や収量が低下して
高コストとなること、町内に技術（指導者）
がない点が明らかになった。
　省力・低コストで収量も取れる有機的農
業の実証とオーガニックを求めるニーズの
把握が必要である。

※BLOF理論とは
　化学肥料や農薬に頼らず、作物の生理、自然の法則・原則に寄り添う栽培方法で
　科学的根拠に基づく理論

　　収穫体験をして給食食材へ

　委員より、規模要件などの多くの意見があった。引き続き3年間期間を延長し、その間の2年間
で調査を行い、その後の方向を決定することとした。
　また、条例の一部を要綱へ移行し、運用に柔軟性を持たせることとした。

●  有効期限を3年間延長し、令和10年3月31
日までとする。

●  助成の仕方案
①現金とたったもポイント1/2ずつ
②全額現金
③全額たったもポイント
★町内の経済循環を図るために①に決定
●  条例改正案
・�第1条（趣旨）に「地域内経済の循環を図る」
目的を加筆すること。
・�第4条（助成対象工事）（5）に条例に定め
るもののほか、対象となるものが発生した
場合には要綱で定めて運用する。
・�条例で規定している様式を要綱で定める。
●  条例改正案を全員協議会に報告し、3月定

例議会にて議案を上程する。

【日南病院】語学留学生2名内定、令和7、8
年度大阪健康福祉短期大学で研修し、令和9
年度から日南病院で就業予定である。
★ 2名に対しての3年間の支出見込額は、

942万円で、奨学金は1名当たり387万円
となる。

問　�住居の確保は。
答　�病院の職員住宅をリフォームする予定。
問　 県社協及び町の奨学金の返還免除及び返
還規定等の契約内容は。

答　�詳細については分かっていない。これか
ら病院関係者と一緒に日本語学校へ出向
き、留学生に説明する。

問　 今後、不足する人材の人数の計画は。
答　�福祉会は15名、病院は6名。
【日南福祉会】及び【(株)オロチ】は、それ
ぞれ独自ルートで雇用確保する。

問　 導水路は発電用だけでなく、農業用水とし
ても使っているのか。

答　 農業用水として利用している。
問　�発電を止めた場合の取り決めは。
答　 利用者と覚書を取り交わしている。

　(株)日南町小水力発電公社より日南町への無
償壌渡になった経過、2074年（60年間）迄の
収支試算表の根拠及び今後の工事予定等につい
て説明を受けた。
問　 収支累計が約3億円の赤字となっている
が、60年後も回収できないということか。

答　�基幹・復旧工事費等含めてそうなる。
問　 黒字化が見込めない事業をいつまで続ける
のか。

答　 民間委託も選択肢の一つとして考える。
問　 導水路の補修工事は今後も発生するのか。
答　�今後も予定している。

委 員 会 報 告 委 員 会 報 告

赤字が続く新石見小水力発電所
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令
和
７
年
２
月
19
日
、
鳥

取
県
町
村
議
会
議
長
会
よ

り
、
町
村
議
会
議
員
と
し
て

13
年
以
上
在
職
し
、
地
方
自

治
の
振
興
に
功
労
が
あ
っ
た

と
し
て
、
山
本
芳
昭
議
員
と

荒
木
博
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
毎
年
開
催

さ
れ
る
鳥
取

県
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
日
南
町
議
会
の
広

報
誌
が
優
秀
賞
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

選
評
で
は
、「
全
体
的
に

文
章
の
文
字
が
多
す
ぎ
ず
読

み
や
す
い
。
見
出
し
も
分
か

り
や
す
い
。
巻
頭
の
女
性
議

会
の
特
集
ペ
ー
ジ
は
住
民
の

声
も
交
え
て
構
成
し
て
い
て

良
い
」
と
好
評
で
し
た
。

　
引
き
続
き
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
「
伝
え
る
紙
面
」
か

ら
「
伝
わ
る
紙
面
」
作
り
に

努
め
ま
す
。

議
会
活
動
報
告

第
1
回  

臨
時
会

令
和
7
年
1
月
17
日

議会広報
コンクール

自
治
功
労
者
表
彰

※ 

こ
の
質
疑
に
よ
り
有
効
期
限

を
７
月
31
日
か
ら
12
月
31
日

に
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

臨 時 会　 他

受賞した第176号

第32回

中心地域及び住宅政策調査特別委員会
1月17日、3月19日、4月11日開催

委 員 会 報 告

　本町は、介護サービスのニーズが高い状況にもかかわらず、介護・福祉人材の不足により、
サービスの縮小や事業の中止を余儀なくされている。
　打開策として地域に必要な介護サービスを安定的に提供するため、介護・福祉人材(外国人
材を含む)を町内で育成・確保する体制整備について、説明を受け検討をした。

事業概要 今後のスケジュール（予定）

●�日南福祉会の寮及び研修施設
　・木造2階建て17居室（１居室：13.5㎡）
　・研修用ホール　　2室
　・共用ダイニング　2室
●�実施主体
　・日南町：敷地造成測量設計、造成工事
　・福祉会：本体設計管理及び工事、拠点運営
●�総事業費　2億660万円
　※うち町負担額1億2320万円

令和7年4月中旬： 鳥取県地域医療介護総合確
保基金の国申請協議

令和7年9月下旬： 敷地造成工事に着手
令和7年11月頃： 本体設計監理に着手
令 和 8 年 3 月 頃： 敷地造成工事完了

　本体工事に着手
令和8年10月頃：本体工事完了、供用開始

事業内容
財　　源

国県 地方債 町
敷地造成測量設計 － 1120 380
敷地造成工事
本体設計監理

－
367

1500
－

500
733

本体工事 5353 － 1億707
合　計 5720 2620 1億2320

　・国県……地域医療介護総合確保基金
　・地方債…過疎対策債
　・町………介護給付費準備基金

　 ※�整備費用の一部を使用料として福祉会負
担を求める。

●�日南福祉会年度別職員推移及び採用計画

項　目 Ｒ7
年度

Ｒ8
年度

Ｒ9
年度

R10
年度

R11
年度

R12
年度

退職等減員
予定人数 5 5 3 7 5 9

採用等増員
予定人数 5 5 4 6 5 6

外国人材雇用
予定人数 1 3 4 4 4 4

外国人材含む
職員合計 158 161 166 169 173 174

単位：万円

介護福祉業務の中枢を担うあかねの郷

問　 今後を見据えて17室が必要か。
答　 雇用計画から必要である。
問　�広いホールが2室も計画してあるが。
答　 職員やリモートでの研修にも活用するため。

規模や配置等の精査を必要と考えるが、施設整
備の重要性は認識するので、県の介護総合確保
基金への申請開始を了承した。

過疎先進地過疎先進地がが
挑む挑む 多様性を活かした介護・福祉人材育成プロジェクト

山本議員 荒木議員
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議 会 報 告 会 議 会 報 告 会

ファロスファーム（株）養豚農場（佐木谷）の現状

人口減少を緩やかに

花見山の自然環境

中山間地域直接支払

議員との意見交換

みなさんの声を聞かせてください

特集 声 聞 2声を聞く
　
日
南
町
議
会
で
は
、現
場
の
声

を
聞
く「
出
か
け
る
議
会
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
６
年
度
も
新
規
就
農
者
と
農

業
研
修
生
、カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
、

多
里
ま
ち
協
、中
学
校
生
徒
会
執

行
部
、白
百
合
会
、と
意
見
交
換

会
を
開
催
し
、議
員
活
動
の
一
助

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
今
号
で
は
福
栄
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー（
11
月
７
日
）文
化
セ
ン

タ
ー
・
多
目
的
ホ
ー
ル（
11
月
８

日
）で
開
催
し
た
議
会
報
告
会
＆

意
見
交
換
会
の
内
容
を
抜
粋
し
て

報
告
し
ま
す
。

問

答

問

答

日南町の将来人口が2050年
には半減すると、人口戦略会
議の推計で示されている。働
く場の確保、魅力あるまちづく
りが喫緊の課題だが。

第3期総合戦略（令和7年～11
年）を基に、人口減少等の取組
みを計画中であり、議会も内容
をチェックし、よりよいまちづく
りの推進に努めます。
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パート

ヒメノモチ成長産業化は何を目指す
のか。

消費者の餅需要はあるのに加工業者
が分散していて、一元的に加工販売
ができていない。生産から加工、販売
まで一体性を持たせ、町内での所得
向上を促す。

個人の所有であり建物も建っている
のも問題。今後も売却先など注視し
ていきたい。

旧花見山スキー場には、貴重な花や
蝶が生息している。草刈りなど管理
をしてほしい。

　議会では意見交換会で声を聞かせて
くださるグループを募集しています。
　町内に住む方や町内事業所に勤務す
る方などのグループであればどなたで
も構いません。
　町の将来に一石を投じてみませんか。

賃金は時給1560円
で設定されており、
特別交付税（10/１０）
を財源。運営主体と
して（一 社）日 南ス
ポーツクラブに業務
を委託し、部活指導
員8人を配置登録し
ている。

学校の部活動地域移行

部活指導員と競技に夢中な生徒

問

答

令和7年度から部活動の地域移行が行われる。
問題になるのが指導者の確保と賃金と考えるが。

第6期
対策の概要

農業生産活動等を継続するための活動（今までの活動）のみを
行う場合は、交付単価の8割。加えて「ネットワーク化活動計画
の作成」を行った場合は、交付単価が10割交付となる。

複数の集落協定間での活動の連携（ネットワーク化）や統合、
多様な組織等の活動への参画に向けた計画。

統合前の協定単位ごとに上限100万円
・20ha以上のネットワーク化（協議会等を設置）。
 期間中に20ha以上の統合。
・1組織以上の農業者団体以外の組織を加えて2組織以上
 が活動に参画。

上限200万円（5000円/10a）スマート農業による共同活
動の省力化・効率化を図る取組み。

ネットワーク化
活動計画とは

ネットワーク化
加算

スマート
農業加算

中山間地域等直接
支払交付金の事業
が、今年度で終わ
ると聞いているが
本当か。

第5期対策の区切
りがつくということ
で、終わることはな
いと思う。

※第6期対策の概要が
　示された。

詳しくは農林課
82‐1114まで

新規の加算措置

ここが大きく変わったよ
ここが大きく変わったよ

ヒメノモチ成長産業化

申込先：議会事務局
電話 82-1900　FAX 82-1131

s0800@town.nichinan.lg.jp

2セントラルファームの跡地が更地になって
いるが、どんな状況か。

大阪に本社がある、ファロスファーム（株）
が購入された。将来5万4000頭が飼育で
きる農場にすると説明を受けた。

※令和7年3月5日付で「宅地造成及び特定盛土
等規制法」に基づく土地造成の許可が鳥取県か
ら下り、工事が開始される（造成期間は15か月
の予定）。
豚舎や浄化設備などは依然検討されており、進
展が見られた時点で情報共有を図る。

問

答

計画されている大きな病院が必要か。
もっと小規模でも良いのでは。

基本構想では開院時の入院患者予測数
と病院機能の充実を重点に置いたものに
なっている。

建設計画に町民の声が届いていない。

基本計画策定に向けスケジュールを変更
し、町民説明と意見聴取を引き続き行う
ので、意見を述べてほしい。
病院はなくさないで。建て替えは必要。

日南町が残っていくには病院が必要とい
う考えは、多くの町民が共有している。

医師や看護師の確保は。

医師の派遣要請や専門学校での看護師
確保に努めている。外国人材の採用にも
取組む。

日南病院
問

答

問
答

問
答

問
答

問

問

答

答

建て替えが検討されている日南病院

佐木谷養豚場
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米
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プ
リ

ン
ト

社
〒

689-5292　
鳥

取
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日
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郡
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霞
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電
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0859）82-1900　
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0859）82-1131

出
産
を
期
に
Ｕ
タ
ー
ン

三み

浦う
ら

由ゆ

起き

子こ

さ
ん
、
一い

ち

華か

さ
ん
︵
矢
戸
︶

い
つ
日
南
に

　
大
学
進
学
で
京
都
へ
。
約
20
年
暮
ら

す
な
か
、
京
都
ブ
ー
ム
が
盛
り
上
が
る

に
つ
れ
て
、
暮
ら
し
に
く
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
増
え
、
百
歳
近
く
ま
で
長
生
き

し
た
祖
母
を
看
取
っ
た
と
き
に
転
機
だ

と
感
じ
て
日
南
町
に
戻
っ
て
み
る
こ
と

に
。
当
初
は
一
時
的
と
い
う
感
覚
で
、

い
っ
た
ん
町
外
に
住
ん
だ
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
結
局
は
戻
っ
て
き
て
、
い
ま

に
至
り
ま
す
。

　
帰
省
し
て
も
実
家
で
数
日
過
ご
す
程

度
だ
っ
た
の
で
、
日
南
町
民
に
戻
っ
て

数
年
経
ち
ま
し
た
が
、
故
郷
な
の
に
ア

ウ
ェ
ー
感
が
抜
け
ま
せ
ん
。
浦
島
太
郎

で
す
。
こ
れ
か
ら
探
索
し
て
い
き
た
い

で
す
。

戻
っ
て
み
て
感
じ
た
こ
と

「
日
南
町
は
田
舎
で
い
け
ん
」
と
い
う

声
も
聞
き
ま
す
が
、
田
舎
じ
ゃ
な
い
で

す
！　
北
海
道
の
最
北
地
域
で
生
活
し

た
経
験
が
あ
り
、
日
南
町
の
あ
り
が
た

さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
に

総
合
病
院
、
文
化
施
設
も
あ
り
、
路
線

バ
ス
が
あ
り
、
特
急
に
も
乗
れ
る
。
他

県
や
関
西
圏
も
近
く
、米
子
か
ら
東
京
、

さ
ら
に
海
外
ま
で
飛
ん
で
い
け
る
。
た

し
か
に
都
市
部
に
比
べ
て
足
り
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
が
都
市
部
に
な
い
も
の

も
あ
る
。
日
南
町
の
良
さ
を
か
み
し
め

つ
つ
、
さ
ら
に
良
い
町
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

普
段
の
生
活

　
以
前
は
組
織
勤
め
で
し
た
が
、
現
在

は
子
育
て
の
合
間
に
細
々
と
翻
訳
を
し

て
い
ま
す
。
最
近
は
書
籍
翻
訳
の
仕
事

を
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、『
グ
ッ
ド・

フ
ラ
イ
ト
、
グ
ッ
ド
・
シ
テ
ィ
（
早
川

書
房
）』、『
煮
え
た
ぎ
る
海
峡
（
実
業

之
日
本
社
）』が
出
版
済
み
で
す
。
ジ
ャ

ン
ル
は
異
な
り
ま
す
が
ど
ち
ら
も
い
い

本
で
す
の
で
、
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
買
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
さ
ら
に
う
れ
し
い
で
す
。

日
南
町
に
あ
っ
た
ら
い
い
も
の

　
妊
娠
中
、
極
寒
の
北
海
道
の
雪
道
を

70
キ
ロ
先
の
産
科
ま
で
通
い
ま
し
た
。

道
中
、
激
し
い
雪
嵐
に
遭
っ
た
り
、
ひ

ど
い
つ
わ
り
も
耐
え
る
し
か
な
か
っ
た

り
。
途
中
で
日
南
町
に
帰
り
、
米
子
ま

で
行
く
必
要
が
あ
る
に
し
て
も
、
か
な

り
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
安
定

期
の
数
回
で
も
町
内
で
検
診
を
受
け
て

遠
隔
で
専
門
医
に
診
て
も
ら
え
た
ら
良

い
の
で
は
？

私
の
小
さ
な
夢

　
華
道
の
草
月
流
を
学
ん
で
い
て
京
都

府
の
若
手
華
道
家
の
展
覧
会
に
出
品
さ

せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

か
な
り
遠
ざ
か
っ
て
い
た
の
で
、
ぼ
ち

ぼ
ち
再
開
で
き
れ
ば
。

　
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
け
た
の

で
、
ほ
か
に
も
興
味
の
あ
る
仕
事
や
活

動
を
少
し
ず
つ
で
も
始
め
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
思
い
切
り
歌

い
た
い
で
す
ね
。

発
行
責
任
者議　

　
長　
山
本
芳
昭

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　
高
橋
洋
志

副
委
員
長　
荒
金
敏
江

委　
　
員　
岡
本
健
三

〃　　
　
岩
﨑
昭
男

〃　　
　
大
西　
保

〃　　
　
近
藤
仁
志

　
こ
の
季
節
、
梅
、
こ
ぶ
し
、
桜
な

ど
次
々
と
咲
く
花
を
見
て
、
日
本
に

住
む
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

　
同
じ
と
き
同
じ
地
球
上
の
ガ
ザ
で

は
、
日
々
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
り
赤

ん
坊
や
女
性
が
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。

強
調
し
た
い
の
は
、
そ
れ
が
戦
争
や

紛
争
な
ど
で
は
な
く
一
方
的
な
虐
殺

で
あ
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
民
族
を
抹
殺

す
る
意
図
を
持
つ
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
時
代
に
極
め
て
理
不
尽
に
人

間
の
命
と
尊
厳
が
破
壊
さ
れ
続
け
て

い
る
場
所
が
あ
る
。
そ
の
事
実
を
忘

れ
な
い
こ
と
は
、
私
た
ち
に
課
さ
れ

た
責
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
日
南
町
の
よ
う
に
平
和
で
豊
か
な

な
場
所
に
い
る
と
、
つ
い
自
分
の
責

務
を
忘
れ
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
、
声
を
上
げ
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

岡
本
健
三　
記

おかあさんといっしょ♪


